
令和７年度 第２回 伊賀市多文化共生推進プラン委員会 議事概要 

 

日 時：令和７年１０月２８日(火) 午前 10時 00分～12時 00分 
 

場 所：伊賀市役所本庁４階 庁議室 
 

出席者：オチャンテ委員、西岡委員、井上委員、里中委員、田中委員、上出委員、福岡委員、吹

上委員、八幡委員、信田委員、桃地委員 

 
 

内 容： 

１．あいさつ  

 

○会議資料の確認 

 

２．伊賀市多文化共生推進プラン（第２期）策定に係る諮問について 

 

３．議事【資料 No.1】【資料 No.2】【資料 No.3】 

 

〇資料№1の説明（事務局） 

委員長 ありがとうございます。第２期策定プランの策定方針について、ご説明いただきま

した。これについて質問やご意見ありましたらお願いします。 

委員長 委託業務されてる会社は次回から参加してくれるというような形になります

か。 

事務局 そうですね。次回の委員会から参加します。資料の作成をしていただいて出席

もしていただく予定です。 

委員長 ありがとうございます。 

 

〇資料№2の説明（事務局） 

委員長 ありがとうございました。事務局からアンケート調査についての概要と、外国人住

民アンケートの説明がありました。まずはここまでで、質問やご意見などありまし

たらお願いします。 

委 員 まず、アンケートの調査期間なんですけれども、12月中旬から１月中旬という

ことなんですけども、もしこの時期でアンケート調査となるようでしたら、日

本語の会が協力することができないんです。ちょうど 12 月の頭から２月いっ

ぱいは休みになります。寒いので、学習者が来ないので、いつもお休みをして

いて休み期間になりますので、協力をすることができないです。それと、外国

人住民アンケートのところで、どうかなあと思ったのは、今回新たに設定して

いただいた居住地区なんですけれども。昔から住んでる人はわかると思うんで

すけれども、多分日本人も同じだと思いますが、伊賀市になってから伊賀市に



引っ越してきた人って全部伊賀市じゃないですか。そこに阿山がついているわ

けでもないし、島ヶ原がついていないから、「わからない」があるから「わから

ない」を選択するとは思うんですけれど。ただ、心配は伊賀市やから「伊賀」

に〇をつけないかなと。昔からの人は、昔何町やったかなとか、何地区やから

とか、八幡さん、信田さんは昔からいるからわかるよね。 

委 員 伊賀町ですかね。 

委 員 そうそう。 

委 員 でも、大山田か伊賀町かどっちかわからない。いつもどこ？って言われて。伊

賀町って私知らなかったんですよね。大山田か大山田ではないか。なんか中途

半端な感じなんですよね。 

委 員 これ、日本人でもわからないと思うので、地域によってっていうのは調べるの

には必要なんですけれども、わからないとか誤回答が多いんじゃないかなと。

それを心配しました。以上です。 

委員長 はい、ありがとうございます。おっしゃる通りですね、私は阿山ですけど今は

住所に阿山がないから、昔からいるから阿山地区にいるっていうのはわかりま

すけど、これがもしかすると伊賀市が伊賀になる。 

委 員 上野も難しいですよね。上野地区。 

委員長 もう少し考えていかないとなと思います。 

事務局 ありがとうございます。こちらでも思ってはいました。居住地区を入れた方が

いいかどうかっていうところもあるんですけど、入れて確認したほうがいいと

いうことであれば、伊賀市の後の住所を書いてもらうのか、もうなくていいの

か。 

委 員 郵便番号は？よくアンケートで郵便番号書いてくださいってあるから、これ書

いたら住所ばれるやんって思いながら。 

事務局 細かく分かってしまうっていう部分もあるなあと思いながら悩んだところで

はあるんです。地区による傾向などを見れたら今後も何か使えるかなとは思っ

てはいますが、おっしゃっていただいたように地区を選択するのは難しいなと

思っています。 

委員長 そうですね。住所を書いていくっていう形だと、私は〇〇しかないかなと思っ

ているんですが、そういう形で自分で書いていくような形の方がいいんですか

ね。 

事務局 住所を書くのは嫌かなと。かなり絞られるっていうのはあるなあと。ただ、そ

ういったアンケートがどこかであったので、そういうやり方してるのかと思っ

たんですけど。 

委員長 この形でやってみて、意味がなかったと思ったらなんとかして。どうですかね。

他にこれに関してご意見がこの質問で気になるところとか、もう少しこっちの

方がわかりやすいとか、なにかありましたら。 



委 員 質問項目の 21 番の「今後、日常生活で日本人とどのような交流・活動をした

いですか」これ、他の質問が複数選択になっているのですが、この活動を行う

１番から６番まで、つきあいの濃さをということであれば一択っていうのはわ

かるんですけど、それぞれに同じくらいのものもあるので、複数選択にしても

らえると、今後どのような交流があるのかそれぞれに見ることができると思う

んですが、一択にする理由があるのであれば教えてください。もし、複数選択

が可能であればいろいろなところに可能性があるのか興味があるところなん

ですが、教えていただけますか。 

委員長 ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。そうですね。こちら「１つを選んでください」という

ことだったんですけども、特に１つでないとっていうことはないですので、複

数選択にさせていただこうと思います。 

委員長 ありがとうございます。１つにする必要ないんですよね。他、いかがでしょう

か。 

委 員 選択を見させていただいて、自治会や地域っていう表現があったり、別でも町

内会っていうのがあって、いろんな言い方があって、外国籍の人大変になるか

もしれないんですけど、なるべく簡単なものにそろえていいかなと。それだけ

です。 

委員長 ありがとうございます。たしかにこれはわかりにくいところもあると思います

ので、事務局お願いします。 

事務局 はい、ありがとうございます。おっしゃっていただいたようないろんな言い方

がありますので、整理をして、修正をさせていただきます。 

委員長 ありがとうございます。他、いかがでしょうか。 

問 27の「伊賀市に住んで良かったと感じていますか」の次の問 28にその回答

を選んだ理由を教えてくださいっていうのはあるんですけど。どのような形で

したら、住みやすくなるのかなって、聞いた方がいいのかなと思いました。ど

んなことで住みやすさを感じるのかなって気になったんですね。入れるかどう

か検討しなきゃいけないんですけど、逆に希望があるのか、こういうことがあ

ったら住みやすくなるんじゃないかとか、市民の意見を聞くのも１つなのかも

しれないなと感じました。結構、ここはいつも高い、住みやすく感じてるって

いう、今までの傾向は。意見を聞くのもよかったかもしれないと思うんですけ

ど。意見になります。 

事務局 ありがとうございます。そうですね。それぞれの意見はあまり聞いていなかっ

たので、今回は第２期のプラン策定のためのアンケートですので、詳しく聞か

せていただいたらいいかなと思います。ありがとうございます。 

委 員 今のに関連して、問 27 に住んで良かったと感じていますかっていうので、問

28では回答を選んだ理由を書いてくださいって書いてあるので、これを分けた

方が。例えば 1から、３をどっちに入れるかが微妙ですけど、どちらでもない



っていうのを、良いと感じた人はどういう理由ですか、とか。どちらでもない、

良くないと感じたのはどういう理由ですかっていうふうな分け方にすればい

いのかなと思いました。選んだ理由って書いてあるからここを良い意見だけを

書くイメージになってしまうので、１番を選んだ人はどうしてですか、３から

５を書いた人はよくない理由は何ですかとかそういうふうに、良い理由は何で

すか、良くない理由はなんですか。というふうに入れていくと書きやすいかな

と思いました。 

委員長 ありがとうございます。いかがでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。この回答を選んだ理由っていうところがわかりにく

い。それで、こちらが求める理由が出てくるかというところだと思うので、お

っしゃっていただいたように考えたいと思います。ありがとうございます。 

委員長 ありがとうございました。他、いかがでしょうか。 

委 員 思いついたところだけ、言わせてもらいます。最初に皆さん、居住地区の話な

んですけど、無作為の抽出ってなってるんですけど、例えば無作為なんだけど

この居住地、６地区から無作為で出せば、その地区の方がわかるんじゃないか

と。そうなるともうこの質問がいらないんじゃないかと思いました。それと他

の委員もおっしゃってた、言葉を統一するとか分かりやすいほうがいいねとい

うところは、「団体や施設を知っていますか」って言って、いろいろ「多文化共

生課」「国際交流協会」「伊賀の伝丸」「伊賀日本語の会」「社会福祉協議会」多

分、行ったことがあるかもしれないけど、そこかどうか知らんわっていう、答

えとして精度上げるんであれば注釈みたいなここにあるこんな施設、団体です

よっていう注釈があれば「ここ行ったことあるな」みたいなチェックの漏れと

いうか精度が上がってくるんじゃないかと思いました。以上です。 

委員長 貴重な意見、ありがとうございます。どういう形でアンケートを配布していく

のかというのが、先ほどのご質問があったように、地区ごとに分けるという形

なのか伊賀市全体でなのか。 

事務局 無作為抽出をするんですけれども、その中で、地域はわかるとは思うんです。

ただ、回答された方がどこの地区っていうのはわからないっていうところはあ

ります。 

委 員 私もそれは二次元コードが１つだったらどこから来たかわからないとかある

と思うんですが、もしその送った方に６つの二次元コードをそれぞれに番号を

付けるとか、質問用紙や回答用紙に印をわからないようにつけるとか、何かそ

ういった工夫をすれば委員がおっしゃったことはできるのかなと思ったりも

しました。ただその二次元コードを教え合って回答したりするともうごちゃご

ちゃになってしまったりとか、そういう可能性もあると思います。 

委員長 貴重な意見ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。しようと思っているアンケートの web回答が二次元コ

ードから１つのホームページ上に飛んで行ってそこから言語を選んでいただ



いてっていう形になるので、回答された方を認識することができないシステム

になってるんです。 

委員長 そうですね。外国語を選んでいかないといけないので、まず、市のホームペー

ジに入ってから回答するという形になるんですね、直接するというわけではな

いですね。 

委 員 どうしても住所地を選択ということであれば、上野地区やったら、この中に住

まいの方は上野地区ですとか、例えば郵便番号表みたいな、○○町、とかそう

いうのが並んでてついてるのを選んで回答するとか。郵便番号が一番固いか

な、自分のところに郵便で届くわけなので郵便番号が書いてあるかなと思いま

すので、ここの番号を書いてくださいというのがいいかなと思いました。 

委員長 ハガキで届いた郵便番号を書くのはいいですね。 

事務局 ありがとうございます。そうですね。地域、住所であるとか、郵便番号である

とか、方法を考え、地区自体が必要なのか考えたいと思います。 

先ほどの問 24 のところで、それぞれの施設・団体がどんなところかっていう

説明も入れたいと思います。 

委員長 ありがとうございます。長年利用してる私たちだったら多分すぐわかるけれ

ど、来日間もない人には名前だけではわかりにくい。 

委 員 社協はわからない。社協の場所をわかってて、お金を貸してくれるところとわ

かってて、そこが社会福祉協議会っていうのはわからないですね。 

委員長 はい、他はいかがでしょうか。 

副委員長 これ見せてもらってて、１つ事業をする中で、その方が自治会に入ってるか入

ってないかっていうのもすごく気になるんです。多分難しいと思いますけど、

いろんな地区行くとほとんど入ってないんでっていうような話を聞かせてい

ただくと、そこはどうしたもんかというふうに思ってこのアンケートを見させ

ていただいてたんです。難しいと思いますがどうかなっていうふうに感じま

す。 

委員長 ありがとうございます。いかがでしょうか。参加してるか入っているかどうか、

どこまで進んでるのかどうか。 

事務局 ありがとうございます。そうですね。交流のところでも自治会、地域の活動と

か質問を入れたりはしてるんですけど、自治会に入ってるかどうかはこのアン

ケートで聞いたことはないかなと思います。地域との交流の質問か問１のとこ

ろで聞き取るような形にするか、検討させていただきます。 

委員長 ありがとうございます。問 21 の１つを選んでくださいっていうのは、複数選

択に変わるということですね。もしかすると、地域の活動には参加していると

いうことはわかるかもしれないけど、自治会に参加してるということは、詳し

くここでは把握はできないのでそういう質問をするのはどうかというご意見

でしたね。はい。その他いかがでしょうか。なければ次の日本人住民対象のア

ンケートについて事務局から説明をお願いします。 



 

〇資料№2の説明（事務局） 

委員長 日本人住民対象のアンケート調査の説明でした。これについて、質問やご意見など

ありましたらお願いします。 

委 員 ミスプリを発見しました。問 13の内容は問 17へになってますけど、15ですよ

ね。それと同じような間違いですが、19 のところに 12 の回答を選んだと書い

ていますが、これ 18 ですよね。それとこの問 18、先ほどの外国人アンケート

でも言ったことと同じような感じで、良い理由と悪い理由を分けて聞いた方が

いいのかな。同じ質問でのときに良いと感じているのか、だいたい良かったと

思っている理由と感じていない理由を分けて聞くのはいかがでしょう。それ

と、日本人のところには問 20 でご意見ご要望というのがありますけども、外

国人住民のアンケートではないから、そこをあとで翻訳するのが大変かもわか

らないんですけど、入れた方がいいのかなと。今までも何件かフリーで意見を

書いてくださった方がいるので、それも付け加えたらいいのではないかと思い

ました。それと、日本人用のアンケートは、ルビはふらないですか。ルビをふ

った方がいいかなと。日本国籍だけれども、外国ルーツの方がいらっしゃるの

と、日本人の方が誰もが漢字がちゃんと読めるかっていうところ。これをやさ

しい日本語にってなったら大変なので、逃げ口って言ったら変な言い方ですけ

ど、漢字をルビでふってるだけで、少しは優しくなるのかなと思いますので、

もし面倒でなければ、webだとふれないですか。 

事務局 ふれます。 

委 員 では、ふっておいていただく方がより優しいのかなと思います。以上です。 

委員長 ありがとうございます。まず、日本人対象の日本人住民に対してのアンケート

と外国人に対してのアンケ―トを統一する。特に問 18 の住んで良かったとこ

ろと悪いところっていうところ、問 20 の伊賀市の多文化共生施策に何か意見

があるというようなことを聞くなら日本人住民と外国人住民両方に聞くとい

うこととルビをふる。中にはそういう方もいらっしゃるかもしれないので、い

ろんな方に優しく対応するのが、という意見でした。いかがでしょうか。 

事務局 はい、ありがとうございます。この先ほど外国人住民対象のアンケートでいた

だいたご意見も、日本人住民対象のアンケートと同じように反映させていただ

いて、おっしゃっていただいた質問についても同じように合わせていきたいな

と思います。ルビについておっしゃっていただきありがとうございます。つけ

る方向でさせていただきます。 

委員長 ありがとうございます。他、いかがでしょうか。 

委 員 すいません。ちょっと１つ質問をしたいんですけれども前回にも検討されたと

いうことなんですが、この年齢層が非常に広い年齢層のアンケートということ

で、１８歳から８０歳以上とういう項目まであるんですが、外国人住民対象の

アンケートと日本人住民対象のアンケートなんですが、大体の年齢層っていう



のは同じような割合の方にご質問をしていただくような形になるんでしょう

か。大きなくくりとしては、人数としては同じっていうことなんですか。教え

ていただければと思います。 

委員長 はい。事務局いかがでしょうか。無作為で配布するような形なんですけど、年

齢とかっていうのをどうなるかという質問です。 

事務局 そうですね。無作為抽出になってまして、年齢的にはおそらく全体の年齢分布

等と同じような形で抽出という形になってくるかと思います。 

委員長 大体は対象となるような同じような似た年齢の方に、割合的には 

事務局 日本人の方が高齢の方も多かったりしますし、外国人住民の方の分布でいうと

働く世代の方が多いので、そのあたりは多くなってくるかと。 

委員長 ありがとうございます。どうしても年齢は違ってくるということですね。他、

いかがでしょうか。気になったこととか。 

副委員長 ４ページの問１８なんですが、これ「多文化共生のまちづくり」に入ってるん

です。これでいきますと、ただ単に日本人に伊賀市に住んでよかったと感じま

すかと言ったら、ただ単によかったかどうかっていう答えになってくると思う

けど、この上には「多文化共生のまちづくりについて」って書いてあるので、

これやったら１８番は「伊賀市の暮らしについて」の方にいくべきなんじゃな

いかと思っています。 

委員長 ご意見ありがとうございます。問１８で伊賀市に住んでよかったと感じてます

かという質問が、「多文化共生のまちづくり」についての欄に入っているとい

うことと、これはどちらかと言えば「伊賀市の暮らし」についてっていうとこ

ろに入れた方がいいじゃないかという意見になります。いかがでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。住んでよかった、この質問で言うと暮らしについての

質問になってくるかなと。おっしゃっていただいたのを聞いていて、この質問

は多文化共生についてのことを日本人住民に聞いた方がいいのかなと思った

んですけど、外国人住民にも同じ質問をしているので、このまま入れておくか、

日本人住民が多文化共生についてどう思っているか、伊賀市の多文化共生につ

いてっていうところを聞くことにするか、検討します。 

委員長 ありがとうございます。そもそもこの質問は今まで住んでよかったか、統一す

るというような意味もあるかもしれない、同じ質問をするということがどうし

ても比較ができるように。 

委 員 すいません。問８なんですけど、あなたは、伊賀市に住む外国人の友人や同僚

がいますかっていう。その質問に、例えば、あなたはそばに外国人の同僚とか

知り合いとかにいたら友達になりたいですかって聞くとか、知り合いとかにい

たら友達になりたいですかって聞くとか、そういう質問をアンケートで聞いた

方がいいかなと思うんですけど。日本の方はあまり外国人の友達になりたくな

いとか、話したくないとかその可能性の方もいると思いますけど。どなたでも

外国人と話したいとか友達になりたい可能性がないと思いますが、それの質問



８の次はそのアンケートを入れたらどうかなと思いますけど、そういう声が聞

きたい。それはわたし個人、どうかなと思います。 

委員長 はい、ありがとうございます。問８のあなたは伊賀市の外国人の友人や同僚が

いますか。もう少し聞くと友達が欲しいですか、友達になりたいですか。 

委 員 そうですね。もしそばに同じ会社にいるとかっていうことがあれば、友達にな

りたいですか、それとも話しかけたいですか、話したいですかとか。 

委員長 日本人に知り合い、同僚がいるけれどその同僚ともう少し友達になってみた

い。外国人だからあまり話しかけたくないとか、それとかもマイナスになって

ます。それで、少しもなりたくないんだったら、傾向があるんじゃないかとい

かがでしょうか。質問を１つ増やすっていうのは。これは日本人向けですよね。

日本人には逆に外国人の同僚と関係を深めていきたいがどうかですよね。いか

がでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。そうですね。今の現状プラス、友達になっていきたい

かっていうところだと思います。検討させていただきます。ありがとうござい

ます。 

委員長 ありがとうございます。 

委 員 先ほど〇〇委員が言っていただいたところの問１８のところなんですけど、日

本人だとこれだと伊賀がいいか悪いかを外国人絡みで考えないと思いますの

で、注釈というか、外国人がたくさん住んでいる伊賀に住んでどうですかみた

いな、多文化共生のまちづくりのところに入れておいていいかなとは思うの

で、ここは外国人がいることがいいと思っているのか悪いと思っているのかを

聞いているんだよっていうのがわかるような質問の仕方にしたらいいのかな

と思って。それを聞きたいわけでしょ。だから、お米とお酒がおいしい伊賀と

いうことを聞いたわけでございませんので、そういうことを入れとけばいいか

なと思います。 

委員長 ありがとうございます。移動せずにこのままで、ただ、外国人が多い伊賀市で

よかったと感じているかどうかっていう質問に直すという意見でした。事務局

いかがでしょうか。 

事務局 はい、ありがとうございます。そうですね、多文化共生のまちづくりについて

というところでお聞きした方がいいかなとは思うのでこの場所で質問の仕方

を変えてっていうことで修正させていただきます。ありがとうございます。 

委員長 ありがとうございます。 

委 員 質問の趣旨がどこにあるかなというふうに、それだけのことだと思う。 

委員長 ありがとうございました。他、いかがでしょうか。このように気になったとこ

ろ、もう少しこういう質問があればいいなというところとか。 

委 員 失礼します。問６のところで、子どものことで心配なことはありますかという

質問があるんですが、５番については子育てしやすいかっていうところについ

ては、自分が子育てしてなくても雰囲気で回答されるのかなとは思うんです



が、問６の場合には、子どもがいない方とかにその独身の方とか、単身の方と

かいろいろいらっしゃると思うので、その場合は例えば子どもがいる、いない

で子どもがいる人に対しての質問にしたらこれでいいのかなと思います。答え

づらい方もいるのかなというふうに思っています。外国人の方のところも多分

単身で来られてる実習生さんとか、お子さんがいらっしゃらないっていう方も

いると思うので、質問の仕方を工夫したらいいのかなと思いました。 

委員長 ありがとうございます。子育てしてない、子どもがいらっしゃらない家庭もあ

りますね、単独で生きる方もいらっしゃいます。質問の仕方を見直した方がい

いのではないかというご意見でした。いかがでしょうか。 

事務局 はい、ありがとうございます。おっしゃっていただいたように日本人住民と外

国人住民で同じように質問の仕方を見直しさせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

委員長 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

委 員 多文化共生のまちづくりについての中であったらいいなと思ったところで、こ

の多文化共生推進プラン、その指針を受けてやっているというところで、日本

人の方にここ数年で多文化共生について変わったところはないですかってい

う設問はどうかなと思って。選択肢で今までこういうことをやってきたよなと

いうのを挙げて、書けば、それにマルがついていたら認知度が上がっている。

マルがなければ足らんなという。見えるところがあるんじゃないかな。１７番

で取組む必要があると思いますかっていうのはあるんですけど。これよりもそ

っちの方がリアルに生の意見というか、書いてくれそうな気がして。どんなこ

とに取り組む必要がありますかの質問は、あれもいいな、これもいいなとなる

んやけど、ここ数年であれ変わったな、学校でもこんなん変わったんだ、職場

でもこんなに変わってる、町でもこんなん変わったなっていうのが、設問にあ

ってマルってなったら今までやってきたっていうところもマルやったからそ

のままいける。全然マルない、じゃあもっともっとやらなあかんっていうとこ

ろに繋がるかなと思います。考えていただければと思います。以上です。 

委員長 ありがとうございます。変わってきたかどうかっていうことを聞いて、分かっ

た方がいいですね。取り組みも多文化共生が少しでも伊賀の住民の方には影響

しているとわかると思うんで、そういうような項目を入れていた方がいいのか

なと。いかがでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。そうですね。そのような質問によって現状把握できて

よりわかりやすい結果が出てくるのかなと思いました。いろいろご意見ありが

とうございます。 

委員長 ありがとうございます。わたしがすごい気になっているのは、最近すごいネッ

トとかでデマが広がっていっているんで、それを一般の方が特に信じ込んでい

るか、三重県とか伊賀っていうより他の地域の方たちと思うんですけど、中で

もそれが余りにもいろんなところで聞いた。外国人が日本人のお仕事を奪って



いるとか、いろんなデマがバーッと広がっているので、それを確かにそうだっ

て感じているのであれば、気になるなと思うんです。どういう形で質問したら

いいかわかんないですけど。広がっているけど、それを通じて本当だと思って

いるかどうかとかが気になっているかどうかというか、そういうことも気にな

っているんですけど。 

委 員 ストレートな聞き方ですけど、外国人住民が増えることで不安に思っているこ

とはありますかとかはどうですか。ストレートすぎますか。治安が悪くなると

か、自分たちの仕事が減るとか、ストレートすぎますかね。そんなことを思っ

ている人がいるのかなと。アンケートで答えないでしょうかね。そんな思って

ても。 

委員長 名前は書かないですよね。 

委 員 うんうん。と思ったんですが、ストレートすぎますか。 

委員長 いかがでしょうか。 

委 員 例えば、日本に住む外国人には人権がないとか、そんなところにマルつける人

がいたら「あーあ」っていう感じ。 

委員長 いかがでしょうか。他、なにかみなさん。 

委 員 アンケートはね、工夫されて実りのあるものにするという、そのためにいろい

ろ意見言っていただいて、それはその通りと思うんですけど。自治会でもアン

ケートを、例えばバスの運行とかね。最近インバウンドとかいろんなバスが入

っているので、アンケートをとってみたらとかもあるんだけど、一方で先進地

からそういう導入されたところは、アンケートと真逆は言い過ぎやけど、全然

違うやんかと。もっとここで利用したいとか言うてたのに実際蓋を開けたら誰

も乗らない。交通の関係の人にすると、ご足労やったらしいですけど、毎晩何

時から小場っていうんかな。そういう塊のとこで、意見交換会しました。それ

は結構リアルやったしというのがあるので、〇〇委員が言った調査、よくある

んです。さっきも言ってくれたけど、気持ち知りたいんやけど、上手な人は上

手に隠しますわ。思っててもこっちでこんな顔するから、難しい。だから、ど

こかで多文化共生課さんに寄せられる。例えば、名前を名乗らないでも電話が

来ると、それは差別的であったり、逆にもっと進めたらどうやとか。そういう

声を披露してもらうのも、現状つかむ上では、参考になるかなと思います。 

委員長 貴重なご意見ありがとうございます。おっしゃる通りですよね。 

事務局 少し項目を検討させていただきたいなというふうに思ってますので、またよろ

しくお願いします。 

委員長 はい、ありがとうございます。いろいろなご意見がでてるので、事務局よろし

くお願いします。 

大丈夫でしょうか。それでは、最後の事業所・団体対象のアンケート調査につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

 



〇資料№2の説明（事務局） 

委員長 ありがとうございました。それでは、事業所・団体対象のアンケートについて質問

やご意見ありましたらお願いします。 

今日、欠席された〇〇委員から、ご意見を１ついただきました。事業所・団体アン

ケートの３ページ、問１７のどこで日本語教育を行っていますかというご質問が

あるんですけど、これに伴って、その後に問１８として誰が日本語教育を行ってい

ますかっていう質問を加えてほしいというようなご意見でした。例えば、１日本語

教育の資格を持った日本語教師、２日本語教育の資格を持たない外部の人、３日本

語教育の資格を持たない社内の人というような選択をこれを問１８に入れていた

だければというご意見でした。事務局、いかがでしょう。 

事務局 ありがとうございます。そうですね、これから企業でも日本語教育を実施して

いただいたり検討していただきたいところではありますので、現在していただ

いているところには、その日本語教師の資格を持ってない、外部の人とかこう

いったところもお聞きする中で現状をお聞きするのも１つかなと、思いまし

た。ありがとうございます。 

委員長 ありがとうございます。皆さん、いかがでしょうか。 

委 員 日本語学習に関してなんですけれども、問２４でどのような支援を行っていく

っていうのがあるんですけど、日本語学習のところで日本語学習へのサポート

をしていますかっていうのは、どうかなと思ったんです。というのは、少し前

に、県の方と一緒に城さんも一緒に行っていただいたんですけれども、企業の

ヒアリングに行ったときに、企業さんによっては日本語検定試験への費用負担

をしているとかそういうのが出ていたのでそういうふうな日本語教室でカル

タをしているとか、検定試験の費用負担をしているとかそういうふうなのが聞

き出せたらなっていうのを入れたらと思ったんですけど、いかがでしょう。 

委員長 ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 

事務局 ありがとうございます。日本語教育のサポートっていう点を含めて、費用負担

もあるかないか、どのような支援を行っているかっていうところも回答してい

ただけるように問２３、２４をこの質問の仕方を修正しようかと思います。あ

りがとうございます。 

委員長 ありがとうございます。その他、いかがでしょうか。 

アンケートは伊賀市にある事業・団体すべてに送るということですか。 

事務局 伊賀市にある企業の１００件に送ります。無作為抽出という形にはなるんです

けど、一定、雇用をしているところの現状っていうのを聞きたいなとは思いま

すので、雇用していないと思われるところも含めてですけど、雇用してるとこ

ろを多めに１００件送ります。 

委員長 無作為抽出と外国人がいるところとですね。 

いかがでしょうか。他、大丈夫でしょうか。３つのアンケートを通しての件で

も構いません。外国人住民でこれ言い残したとか、日本人対象のとか、改めて



３つを読んでこの質問があったほうがいいというようなことがありましたら、

おっしゃっていただければ。 

委 員 前回のときに、いつ行ったか私記憶にはないんですが、地域とか、自治協とか、

自治会対象のアンケートは今回はしないですか。前回のときは、このアンケー

トのあとやったかどこかで地域へのアンケートやったと思うんですが。 

委員長 いかがでしょうか。地域の方とかにも聞くということは。 

事務局 今回のアンケートは説明した３つの対象で考えてまして、地域、自治協へのア

ンケートは昨年度をさせていただいたんですけれども、今回はこの３つのアン

ケートのみで考えています。 

委 員 というのは、いろいろ地域を回って出てきたんですけれども、地域の人と私が

人権講演に行くとか、地域でイベントに関わるとか、そういうので地域の人た

ちと話をしている中で、地域の日本人住民、自治会だったり、自治協だったり

した人たちが一番、その地域の外国人と関わろうとしていないというのを感じ

たんですよ。最初から、言葉が通じないとか、言ってもわからない、どう関わ

っていったらいいかがわからないというので、地域での外国人との関わりが少

ない。前からあの辺にいっぱい外国人が住んでいるんやけどっていう話が出る

中で、「あそこはブラックボックスやから」なんて言った方がいらして、そうい

う認識なんやと思って。そこがもう触ってはいけないもののように地域の人に

はなってるっていうのをすごくいろいろ話してる中で感じたんで。だから会社

とかだといろいろ仕事をスムーズにいくためには、日本人と外国人がしっかり

話し合っていくっていうのは必要だとわかりますけども、地域って知らんふり

したら知らんぷりできるんですよね。考えたら、あそこの家の人たちに自治会

入ってほしいから声掛けにいかなあかんけれども、ひと手間じゃないですか。

できない理由としてあの人たち言葉わからへんから無理やね、行けへんねんっ

ていうことを行けない理由にして行かない。っていうことがすごく見えてき

て、自分の地域も含めてなんですけれども。なので、これはあかんと思ったの

で、私一緒に行くから行こうって言って、私の町の外国人のところに会長連れ

て行って、組長さん連れて行ってるんですけれども、そうしたら、地域のイベ

ントに参加しますって、２件行って２件とも言ってくれたりとか、そのうちの

１件は自治会入るって言ってくれたりとかしたので、そのところがまだまだ足

りないなあということがひしひしと感じて、今は外国人をいかに地域に引っ張

ってくるかという作戦中です。どうなるかわかりませんけども、また経過報告

をさせていただきますけれども、私の町は私がいるから私が行くでって言って

引っ張っては行けるけども、そうじゃないところはなかなかそれができてない

ので地域っていうのをこれからこういうのをいろいろやっていく中で重要な

ポイントになるのかな。そこで地域の人が怖ないやん、話できるやん、日本語

通じるやんって思ってもらえたらいいのになあと思ってて、ちなみに２件行っ

た２件とも私は通訳ではなくて日本語で話をしていたので、別に言葉が通じな



いわけではない人たちだった。私が行くからできることもあるけど、どこでも

できるわけではないので、今回はこれでいいんですけどまだ地域にいろんなこ

とを知らせていくっていうか、サポートしていくっていうのがこれからの多文

化共生に重要かなと思ってます。 

委員長 ありがとうございます。今回はしないけど、次回検討はしていく 

委 員 １年おきくらいでいいかわからへんけど 

委員長 事務局いかがでしょうか。 

事務局 今おっしゃっていただいたようにいろんな地域で、積極的に取り組んでいただ

いているところもございまして、なかなか関わり方がわからないところもいっ

ぱいあると思います。そういった中で市、地域、企業さんも含めてみんなでこ

ういった取り組みをさらにしていくということも推進プランの中にも含めた

計画になっていったらいいなと思いますし、昨年度はいろんな地域を回らせて

いただきまして、そういった現状っていう部分もございますので、また今後そ

ういう機会も必要になってくるかなと思います。ただ今回についてはこのよう

なアンケート調査で行いたいと思ってますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

委員長 ありがとうございました。それでは、委員からのご意見を踏まえ、事務局で検

討してこれから準備していただければと思います。 

委 員 今、いろいろアンケートの意見がでたと思うんですけど、アンケートの修正し

た分っていうのは、また私たちに送っていただくことはできますか。 

事務局 この修正したものは、委員長と最終的に協議をさせていただいてそのあとの結

果につきましては、皆さんにお配りをさせていただきたいなというふうに思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

委 員 会議の自分たちが言った意見が反映されて、疑うわけじゃないんですけど、反

映されてるかどうかっていうのをチェックすることとかもしくは後で気づい

たこととか、再度修正は可能でしょうか。もうこれで終わりですか。 

委員長 事務局いかがでしょうか。 

事務局 一度委員長とご相談させていただいて、さらに時間的なこともございますの

で、委員長とご相談させていただく中でそれを見てご意見が反映できるような

時期的な状況でしたら検討させていただきます。 

委員長 ありがとうございます。私も意識しながら見ていきます。その他、いかがでし

ょうか。時間の関係で進めていきたいと思います。皆様のご意見を踏まえてま

た検討していきたいと思います。では、外国人住民ワークショップについて事

務局から説明をお願いします。 

 

〇資料№3の説明（事務局） 

委員長 事務局の説明に対して質問やご意見などがありましたらお願いします。 



委 員 大体いつごろ考えておられるのかということと、例えば、私たちとか委員とか

部外者って言ったら変な言い方やけど、それを聞きに行くことというか、傍聴

することは可能なのかということと、参加してくれる方への報酬はありなの

か、なしなのか、全くのボランティアなのか、少しお礼がでますなのか。細か

いことを聞いてごめんなさい。どうでしょうか、これから検討されるのか。 

委員長 〇〇委員から質問がありました。いつ頃なのか、私たち委員の皆さん、もちろ

ん希望の方が傍聴という形で参加できるかどうか、そして何か報酬があるかど

うか、お願いします。 

事務局 ワークショップの時期についてですけれども、アンケートを発送したあとにな

りますので、おそらく年明けぐらいになってくるかと考えています。そのあた

も業者の方と詰め切れててない部分もあるんですけれども、年明け、１月、２

月ぐらいでもまとめられるとは言ってたので、そのあたりの実施になるかなと

思います。このワークショップの参加についてですけれども、入っていただく

ことは可能にしたいなと思っています。加えて、委員の皆様の中でもファシリ

テーター的な形で入っていただけたらありがたいなと思っています。参加して

いただく方についてもですけど、伊賀の伝丸さんとか、日本語の会さんでも知

り合いの方にワークショップの参加を促していただければありがたいなと考

えています。また、こちらのワークショップに参加をしていただく方について

はボランティアっていう形で報酬無しで考えています。 

委員長 はい、ありがとうございます。皆さん、協力できる方はファシリテーターって

いう形とか、参加していただけるような方向に、また決まったら日程とかメー

ルでお知らせいただけるかと思います。 

委 員 報酬無しということなんですけども、たとえば交通費とかどこに住んでるかに

もよると思うんですけれども、市役所なのかハイトピアなのかゆめぽりすセン

ターなのかですけれども、車で来る方が多いと思うんです。だから、交通費ぐ

らいお金がないのかどうかわからないですけれども、変な言い方ですけど

1,000 円でも 2,000 円でももらえないとは大きな違いで別に「報酬あります」

と書かなくっても「ボランティアです」って書いてあっても交通費だけですけ

どと渡すとちょっとうれしいよな。そんないっぱいお金が要るわけではないん

ですけど、自分の時間を使って、自分の意見を言いに来て、ガソリン代なり使

うわけなので、少しだけでも何かあればいいかなと思います。よく、1,000 円

とか 2,000 円やったら失礼ちゃうのと考えがちですけれども、1,000 円でも

2,000 円でもあったらありがとうっていうふうに思いますし、例えば、私がい

ろいろ外国人に何かをこうしたとき必ず彼らは「いくらお払いしょうか」と必

ず聞くんですよ。だから、人が何か動くっていうことはそれに対していくらか

を払わないとだめだっていうふうにみんな思う人が多いので、もらうときでも

もらわないときもどっちもありますけれども、いいよって言うときもありがと

うって言うときもいろいろありますけれども、でも何かお金があかんかったら



クオカードとかコンビニで使えるカード１枚とか、1,000 円分とかあったらち

ょっと違うかなって思ったりしますね。よく日本人はお礼に菓子折りとかする

けど、それよりもお金の方がいいよな。ストレートな話をして申し訳ないです

けどと思います。何か欲しい。どこかからとってこれる予算があるなら、ここ

に参加させていただいてる分ほどじゃなくてもいいとは思うので、何かちょっ

と気持ちがあれば、うれしいよね。 

委 員 結構いろいろ経験があって。私たち外国人の現実は今いろんなものが高くなっ

てるじゃないですか。だから、正直言うたらボランティアが本当に少なくなっ

た。〇〇さんの言ってくれたとおりアピールでも。 

委 員 伊賀米もらってもうれしいよな。 

委 員 なかなかボランティアの外国人たち全然少なくなってて悲しい。 

委員長 ありがとうございました。せめて交通費ね。ハイトピアで自分たちの駐車場代

も払わないといけないんだけどね。そこも検討していただければ。 

委 員 決して来てくださる方が何かの費用負担がかかるっていうことがないように

お願いはしたいなと思います。彼らが何もないから来ないっていう意味ではな

いんです。ボランティアをしてくれる人はたくさんいますけれども、そこはボ

ランティアだよって初め言っといてもいいけれども、「ごめんね、交通費だけ

だけれど」って言うことで「じゃあ次も何か協力しようかな」という思いにな

りやすいので、いろいろやり方はあると思うので考えていただければ声かける

のも声かけやすいです。 

委員長 いかがでしょうか。 

事務局 はい、ありがとうございます。そうですね、予算の関係もあるんですけれども

検討させていただきます。 

委員長 ありがとうございます。他にありますでしょうか。なければ、事務局お願いい

たします。 

事務局 貴重なご意見ありがとうございます。多くのご意見いただきましたので、ご意

見を踏まえ、アンケート、その他についてはまた検討して実施したいと思いま

す。修正等をですね、またまとめましたら、皆様にもご報告させていただき、

委員長の承認をもって実施をさせていただきたいと考えています。よろしくお

願いいたします。 

委員長 事務局から説明がありましたとおり進めていくことにご異議ございませんか。

ご異議がないようでしたら、事務局の方でアンケート調査、ワークショップを

進めていただきたいと思います。他に何かありますでしょうか。無いようです

ので、続いて４その他に移ります。 

 

４．その他  

委員長 委員から何かございますか。事務局から何かありますか。 

事務局 失礼いたします。今後の策定スケジュールを確認させていただきたいです。 



資料１の４ページに書かせていただいてるんですけれども、本日検討をいただき

ましたアンケート調査を１２月に考えています。外国人ワークショップを１月、２

月にかけて始めさせていただき、その後、集計、現状の分析、基礎データの収集を

行っていきたいと思います。その後、２月、３月に開催予定の委員会では、骨子案

の確認をいただいた後、４月以降に２回程度の専門委員会を開催させていただき

まして、基本方針及び基本施策をご検討いただきたいと思います。その後は中間案

をまとめて、議会やパブリックコメントを踏まえて、プランを作成していただくと

いう予定でございます。なお、草案、中間案、最終案をまとめる際にはこの委員会

を開催させていただきますので、またよろしくお願いいたします。本年度と来年度

にかけての策定ですので、よろしくお願いいたします。それと次回の委員会につき

ましては、令和８年３月の上旬ごろと予定をしていますので、またご連絡をさせて

いただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。以上です。 

委員長 ありがとうございます。このことについて、ご質問等がありましたらご発言くださ

い。なければ、本日の事項は以上となります。委員の皆様から全体をとおしてのこ

とでも構いませんが、ご意見・ご質問等はございませんか。無いようでしたら、こ

れで本日の議事は終了とさせていただきます。委員の皆様には、議事の円滑な進行

に御協力いただきましてありがとうございました。それでは、事務局にお戻ししま

す。 

事務局 委員の皆様には、長時間にわたりいろいろな意見交換やご協議いただきありがと

うございました。 

これをもちまして、2025 年度第２回伊賀市多文化共生推進プラン委員会を閉会と

させていただきます。どうも、ありがとうございました。 

一 同 ありがとうございました。 

 

 

 

 


